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高
齢
者
に
対
し
て
心
身
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
言
動
や
、
人
権
侵
害
を
す

る
こ
と
を
「
高
齢
者
虐
待
」
と
言
い

ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
生
命
ま

た
は
身
体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
虐

待
を
発
見
し
た
方
は
通
報
す
る
義
務

が
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。
早
期
に

発
見
し
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

虐
待
の
深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
方
、
虐

待
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
行
為
を
見

た
方
、
あ
る
い
は
介
護
な
ど
を
し
て

い
て
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
虐
待
を

し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
と
い
う
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い

た
情
報
や
秘
密
は
守
り
ま
す
。

〈
虐
待
の
種
類
〉

▼
身
体
的
虐
待　

暴
力
的
行
為
な
ど
で
、

身
体
に
傷
や
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る

行
為
や
、
外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
、

継
続
的
に
遮
断
す
る
こ
と

▼
心
理
的
虐
待　

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
語
や
威
圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌

が
ら
せ
等
に
よ
っ
て
精
神
的
、
情
緒

的
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

▼
性
的
虐
待　

本
人
が
嫌
が
る
性
的
行

為
や
、
裸
で
放
置
す
る
こ
と

▼
経
済
的
虐
待　

本
人
の
合
意
な
し
に

財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、
本
人
の
希

望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制

限
す
る
こ
と

▼
介
護
の
放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

意
図
的
で
あ
る
か
、
否
か
を
問
わ
ず
、

介
護
や
生
活
の
世
話
を
行
っ
て
い
る

者
が
、
そ
の
提
供
を
放
棄
ま
た
は
放

任
し
、
結
果
と
し
て
高
齢
者
の
生
活

環
境
や
、
高
齢
者
自
身
の
身
体
・
精

神
的
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と

▼
問
合
せ

〇
保
健
福
祉
課
地
域
支
援
係

☎
72 

６
９
１
０

〇
那
須
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
71 
１
１
３
８

▼
日
　
時　

９
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

▼
場
　
所　

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
宇

都
宮
11
階
グ
ラ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

（
宇
都
宮
市
東
宿
郷
２
‐
４
‐
１
）

▼
講
　
師　

副
島
賢
和
氏
（
昭
和
大
学

大
学
院
准
教
授
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
　
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）　

▼
申
込
方
法　

氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
等
を
明
記
の
上
、
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
ハ

ガ
キ
の
い
ず
れ
か
で
申
込
み

▼
申
込
み
・
問
合
せ 

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
２
８
‐
６
２
２
‐
７
９
７
０

Fax
０
２
８
‐
９
０
２
‐
１
０
３
０

〒
３
２
０
‐
８
５
０
８

宇
都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６

tid1999@m
aple.ocn.ne.jp

視
覚
障
が
い
者
が
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

必
要
な
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
、
独
力

で
情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容

①
10
月
17
日
㈯
「
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入

力
を
し
て
み
よ
う
」

②
11
月
７
日
㈯
「
メ
ー
ル
を
使
っ
て
み

よ
う
」

③
11
月
21
日
㈯
「
サ
ピ
エ
図
書
館
を
利

用
し
て
み
よ
う
」

④
12
月
５
日
㈯
「
ネ
ッ
ト
で
動
画
や
ラ

ジ
オ
、
辞
書
を
検
索
し
て
み
よ
う
」

⑤
１
月
22
日
㈮
「
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
の

簡
単
な
操
作
を
覚
え
よ
う
」

⑥
２
月
６
日
㈯
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
み
よ
う
」

⑦
２
月
19
日
㈮
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
e
の
簡

単
な
使
い
方
を
学
ぼ
う
」

▼
定
　
員　

①
〜
④
⑥
各
回
５
人

⑤
⑦
各
回
２
人

※
付
添
い
者
同
伴
を
原
則
と
し
ま
す
が
、

１
人
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
場
　
所　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

（
宇
都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
募
集
期
間　

８
月
28
日
㈮
ま
で

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

と
ち
ぎ
視
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
８
‐
６
２
１
‐
６
２
０
８

毎
年
夏
期
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
О
‐
１
５
７
、
О
‐
１
１
１
な
ど
）

や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ

属
菌
な
ど
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
に

注
意
し
て
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
食
品
の
購
入
の
ポ
イ
ン
ト

・
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
し
、
新
鮮
な

物
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
食
品
の
保
存
の
ポ
イ
ン
ト

・
表
示
さ
れ
て
い
る
保
存
方
法
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
冷
凍
、
冷
蔵
し
て
も
細
菌
が
死
ぬ
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
購
入
し
た
食

品
は
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
調
理
と
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
生
野
菜
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら
食
べ
ま

し
ょ
う
。

・
加
熱
は
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
肉

や
魚
は
中
心
部
を
75
℃
で
１
分
以
上

の
加
熱
が
目
安
で
す
。

▼
器
具
や
手
の
消
毒
の
ポ
イ
ン
ト

・
調
理
前
や
食
事
前
に
は
必
ず
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
包
丁
や
ま
な
板
、
布
巾
な
ど
は
使
い

終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

☎
０
２
８
７
‐
２
２
‐
２
３
６
４

栃木いのちの電話公開講座

「涙も笑いも、力になる」
栃木いのちの電話公開講座

「涙も笑いも、力になる」

視
覚
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

食
中
毒
の
予
防
の
た
め
に

みんなで考えよう高齢者虐待のこと


